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	この遺伝子は、コラプシン応答メディエータータンパク質ファミリーのメンバーをコードします。コラプシン応答メディエータータンパク質はホモおよびヘテロ四量体を形成し、ニューロンの誘導、成長、および極性化を促進します。コードされているタンパク質は微小管の組み立てを促進し、Sema3Aを介した成長円錐の崩壊に必須であり、カルシウムチャネルとの相互作用を介してシナプスシグナル伝達にも関与しています。この遺伝子は複数の神経疾患に関与していることが示唆されており、コードされているタンパク質の過リン酸化はアルツハイマー病の発症に重要な役割を果たす可能性があります。この遺伝子には、複数のアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが観察されています。[RefSeq提供、2011年9月]、機能：クラス3セマフォリンによるシグナル伝達とそれに続く細胞骨格のリモデリングに必要。軸索誘導、神経成長円錐の崩壊、細胞移動に関与する。,PTM:3F4は、アルツハイマー病脳の神経原線維変化を強く染色するモノクローナル抗体であり、Ser-518、Ser-522、およびThr-509がリン酸化されているDPYSL2を特異的に標識する。,類似性:DHOaseファミリーに属する。ヒダントイナーゼ/ジヒドロピリミジナーゼサブファミリー。,サブユニット:CRMP1、DPYSL3、DPYSL4、またはDPYSL5とのホモ四量体、およびヘテロ四量体（類似性による）。C末端を介してCYFIP1/SRA1のC末端と相互作用する。HTR4と相互作用する。,組織特異性:普遍的。,
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